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自 由 課 題
ニホンザルの群れ維持機構
村松 正敏 (マカク研究会)
4頭とも周期の9日目で尿中 estrogensは非常に増鼓
しており,生理的な場合の中間期のピークよりはるかに
多良のestrogensが排推されていた.その虫は虫高53FLg
におよび (生理的な場合は,中間期のピークでも15-20
〟g/day),周期の20-25日日頃に通常のレベルに祝した｡
4.血中性ホルモソ
現在までのところ,血中 estrogensの生理的な変動し
か測定していないが,これには一定のノミクーソが認めら
れた｡
即ち,周期のある時期 (個体差があって一定しない
が,周期の10-15日日)に血中estradiolが著明に増量し
てピークを示すことが明らかになった｡このピークは,
尿中 estrogensのピークの約1日前であり,またこのピ
ークの2日後あたりで排卵するようである (排卵は腹腔
銃によって確認した)0
なお,ニホソザルでは estriolは全く測定できなかっ
た｡
考 察
Clomiphenecitrateの有効性については,今回の突放
においては,月経周期の観察でも,また卵火の直接観察
でも,有効と,tLiわれたものは500/Oであり,結納を出すに
いたらなかった｡
Clomiphenecitrate投与後の尿中 estrogensのBtl定で
は,生理的な状態に比較してかなり多血の estrogcnsが
排壮されていること及び排壮丑の変動バクーソが生理的
な′くクーソとはちがうことなどから,Clomiphenecitrate
の投与は,生体に対して生理的な状態とはかなりもがっ
た現象をおこしていることが予想される｡
血中性ホルモソについては,まだ全賃料の測定を完了
していないが,estrogensの生理的変動についていえば,
estradiolの変動バターソが特徴的であり,排卵との閑迎
も推定できるにいたったことは大きな成架であったと考
えられる｡
また,ニホンザルでは estriolが全く測定できなかっ
たことも,従来予想されていたことを突証し,かつヒト
との相異を明らかにした点で成架の一つに数えられるo
今後,採取した資料の測定が完了すれば,生理的な性
ホルモソの変動,及びClomiphenecitraLeの及ぼす膨粋
がより詳細に明らかにされるだろう｡
告は,神奈川県湯河原町一指に生息するニホソザルの若
年令オスの群れからの離脱と加入についてまとめたもの
であるoなお,調査者は筆者のほか,マカク研究会のメ
壬托必らはニホソザルの群れ維持機構を生態学的観点か ム'1-である福田史夫･田中進が中心とならたが,多く
ら糾明するため,いくつかの調査を試みてきた｡この報 の場合,相当な年月と多くの協力者を必要とした｡
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